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はじめに

ジャンベは、マリ、ギニア、セネガルを"心とした両アフリカのバンバラ

(Bambara)族、マリンケ(Malinke)族などの伝統的太鼓である（図1。この1ll

羊皮を使った砂時計形の片面太鼓は、手で叩かれ、非常に高い音を出す（図2)。ケ

ンケニ(kenkeni)、サンパン(sangban)、ドゥンドゥン(dunumba)の大きさの違

う三種類の棒で叩かれる牛皮の両面太鼓が、低音のベースリズムを作り出す（図3)。

一般に、ジャンベは、この片面太鼓そのものを意味する場合と、この太鼓を中心と

した太鼓、ダンスのアンサンブルを意味する場合

がある。西アフリカでは、太鼓だけが演奏される

ことは珍しく、通常は踊りの伴奏として演奏され

る。リズムは、演奏される目的や地域によって異

なる。かつては、農作業中の農民への応援（例

えばカッサ(kassa))、子供の割礼の儀式におけ

る痛みの軽減（例えばソリ(soli))など目的が

あった。そして、それぞれのリズムには決まった

ダンスがある。ジャンベのリズムの名称のいくつ

かには、ドン(don)で終わるものがあるがそれ

は踊りという意味である。例えば、ウォロソドン

(wolosodon)は奴隷の踊りである。

このジャンベを中心とした太鼓のアンサンブル 図1ジャンベ文化圏を含む主要I玉I
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潔鍵‘ は、まずは、ヨーロッパやアメリカに伝わり人気

を博した。そして、その波が、｜｜本にも1990年

代｢'1頃より伝わってきた。20年足らずの間にジャ

ンベは着実に'三|本に定粁し、今や単なる民族楽器

の一つではなく、グローバルな伝統的打楽器とし

ての地位を形成しつつある。本柚の第一のH的は、

｢jH"アフリカのジャンベが、いかにしてグローバル

に広がり、ローカルの状況と紬びついて腔開して

いるかを、｜|本のI｛例を川いて考察することであ

る。ジャンベという名称|'|体がこの雁史を物語っ

ている。｜ﾉL|アフリカでの、この太妓名の発音は、

カタカナ衣記すると、「ジンベ」あるいは「ジェ
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図 2ジャンベンベ」に近い。しかし、フランス人の誰った発
(出所：J1)(、（ジャパン．パーカッション．

音Iジャンベ」が||本で定ｲ,了している。アルファ
センター）h廿P:/ﾉkomakimusic心o.jp/e-JPC)

ベット表記も、djembeが般'''1である。これは、

英語的な発音だと「ジェムベ」となるはずである。

これはジャンベのグローバル化がフランス文化1割

と紬びっいていることを恵味する。言うまでもな

く、｜ﾉ4'アフリカのマリ、ギニア、セネガルなどの

|玉|々は、フランスの柚民地であったし、現在も経
図3ベース・ドラムの'ﾉﾉ皇真

(出所:JimJunhitp://¥v¥v,､mfo-niigat孔｡卯済、政治、文化の交流は密接であり、これらのhi
-JLinjundiinbd-23.html) から、フランスやベルギーへの移災、海外労働が

多いのは、フランス謡をJi!解できるからである。

第二のに|的は、｜ﾉ1-1アフリカから、地球の裏Illl]にあたる極収に、はるばる伝播した

ジャンベがもたらすポジティブなエネルギーによる地域Ill-生のM1能性を、アジアで､は

m－のジャンベ学校が存ｲ|；する肥児島ﾘ,↓の三島村のli例を紹介しながら考察すること

である。ジャンベは後述するように、1990年代'I'LYiのlit界I'Iりに有flなジャンベ奏者

のママディ・ケイタの三肪村のj食供たちの交流から始まる。しかし、この偶然の川会

いが、ひとつのうねりを形成し、アジアで唯一のジャンベスクールiﾙ|校、ジャンベ文

化の発信地となるまでには、三島村役場、そして、その'I'心となった徳田健一郎氏の

存在を抜きにはi語れない。この'Ti'災な歴史的な股|川に股lしては、拙柚の後の徳ill氏|'｜

身のご説明に護ることにしたいが、本稿では、グローバル化したジャンベがローカル

ギニア＝三島村
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＝地域に結びつきそれが地域の再生、活性につながる可能性について議論したい。

1．ジャンベのナショナル化とグローバル化

西アフリカの限られた地域の音楽文化であったジャンベは、まずは、ギニア国内で、

｢ナショナル化」し、国民のアイデンティティ形成のために用いられた。また、ギニ

アのアイデンティティを世界に発信するための道具として用いられ、ジヤンベの「グ

ローバル化」につながった。本稿では、この二つのグローバル化の展開過程を、まず

は、ギニアにおけるナショナル化＝国立バレー団の成立とそのグローバルな展開につ

いて議論し、次にIT技術によるジャンベ愛好家のグローバルな増加とその後の西ア

フリカへのスタディー・ツアーというグローバルなネットワークの形成について整理

する。

1.1ジャンベのグローバル化第1の波：ナショナリズムとバレー団スタイル

ギニア人、フォデバ・ケイタ(FodebaKeita)が総指揮を取り、アフリカバレー団

(LesBalletsA廿icains)という西アフリカの伝統音楽をベースとした音楽と踊りの楽

団が1952年に結成され、海外の様々な地域の公演をおこなった。ヨーロッパ人が理

解しやすいように、ステージ音楽の形に再編した。また、それまでは、複数の目的や

多様な地域のリズムが|可時に短時間に演奏されることはまれであったが、ヨーロッパ

の観客が楽しめるように、複数の伝統をベースにしヨーロッパのステージ音楽、特に

バレースタイル（音楽、歌、ダンスがストーリー性を持った一つの総合芸術として表

現されるステージ・パフォーマンス）とミックスすることによってショービジネスと

しての西アフリカ伝統音楽のモデルが形成された。この「バレー団」はヨーロッパで

成功を博し、世界中の音楽家、愛好者に影響を与えた。このパワフルな音楽は、ヨー

ロッパ各国、アメリカの聴衆の度肝を抜いたであろうことは容易に想像できる。空気

を切り裂くようなパワフルな高音のジャンベと腹に響き渡るベースドラム、エネル

ギッシュで美しいダンスは、聴衆の常識を超えていたことが容易に想像できる。農作

業や儀礼などの特別なシチュエーションに置かれない限り、あるいはダンスや歌で参

加しない限り、短調なリズムが長時間に繰り返され、ともすれば、聴衆を退屈させて

しまいかねない「伝統音楽jが、決められた時間内に、多様な刺激的なパフォーマ

ンスが展開されるショー化することによって西アフリカの文化やジャンベ文化を理

解しないものにとっても楽しめるスタイルが作られた。「バレー団スタイル」の創造

は、ジャンベの歴史にとって非常に重要であった。表1は、村で叩かれるジャンベと

ジャンベの持つ「伝統」のパワーと地域再生の可能性
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村のジャンペ

目的 神聖な儀式、賞賛

観客の役割 ダンスと歌

演奏される場 円形、対面

リズムとダンスの関係性 自発的．かけあい

演奏されるリズム 1，2のリズムが中心

リズムのオリジン 村に起源のあるリズムが中心

バレー団のジャンペ

国内の楽器、リズム、ダンスの
ショーケース

受身で見る、聴く

舞台（一列に並び観衆を見る）

事前にほぼ決められている

複数のリズムが組み合わされる

それぞれのリズムは短時間演奏

|玉l内の様々なリズム

表1村のジヤンペとバレー団ジヤンペの相違（出所:Cherry(1996)を参考に作成｡）

バレー団スタイルのジャンベとの違いについてCherry(1996)等を参考にしてまと

めたものである。

フォデバのバレー団に目をつけたのは、1958年に独立したギニアの初代大統領、

セク・トゥーレ(SekouToure)であった。彼は、このバレー団を、音楽家の育成、

資金的サポートをおこなうために国立化した。日本などとは異なり、西アフリカの国

境は、いわゆるアフリカ分割つまり、1880年代から第一次世界大戦前の1912年まで

にかけてのヨーロッパの帝国主義列強によって激しく争われたアフリカ諸地域の支

配権争奪と植民地化の過程によって形成された。同一の言語、風習、経済などが基盤

とはなっていない。つまり、同一の部族が、複数の国に股がって存在しており、一つ

の国に複数の部族が存在する。この状況はヨーロッパに共通するともいえるが、ヨー

ロッパの場合は民主主義の発展を通じて異なる民族が暴力的な争いを避け、合意形成

をおこなうシステムを形成してきた。もちろん、英国やセルピアなどの例を考えると、

完壁であるとはいえないが。いずれにせよ、セク・トゥーレは、強烈なアイデンティ

ティと帰属意識を持つ複数の部族を一つにまとめるために音楽の力を用いた。ギニア

内のマリンケ族、フーラ(Fula)族、スース(Susu)族など主にニジェール川沿い

に発展した部族の、沢ⅡIの様々なオケージョンに用いられるリズムを編集して「ギニ

ア人」が誇ることのできる「国民音楽」を形成しようとした。そのベースになったの

が、前述の、アフリカバレー団である。また、セク・トゥーレは、この音楽を「国民

のプライドjとするためにグローバルにアピールした。つまり、世界公演を行なった

のである。この公演で、主なジャンペ奏者が注目され、欧米のプロダクションとの契

約につながることもあった。その中でも、ラジ・カマラ(LadjiCamara)の存在は

ギニア＝三島村
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公演スタイルがグローバル化し、継承スタイルがナショナル化した伝統音楽が、国家

に手厚く保護され、成長するという時代は長くは続かなかった。セク．トゥーレが、

1984年に死亡すると、軍が政権を奪取したのである。この間、大統領の出身部族の

マリンケ族を優遇し、他の部族を冷遇、抑圧したため、多くの国民が不満を抱えてい

た。ジャンベヘの国策として手厚い保護はおこなわれなくなる。国立バレー団に所属

する音楽家は、路頭に迷った。しかし、そのうち、有名で力のあるジャンベ奏者は海

外に活動の拠点を模索した。そのなかでも、前述のママディ．ケイタはヨーロッパで

注目された。彼は、演奏活動とともにワークショップスタイルでヨーロッパの人々に

ジャンベの演奏を教えた。彼の指導方法が、ヨーロッパ人に比較的、抵抗なく受け入

れられたのは、国立バレー団における近代的な教育スタイル、公演スタイル、その文

化に育っていないものでもわかりやすく多部族のリズムを学ぶという指導方法が関連

しているものと考えられる。このワークショップスタイルは、ヨーロッパ、アメリカ

を中心に広がっていった。ジャンベの人気は、世界的なワールド．ミュージックブー

ムとも同調して展開する。特に1982年からヨーロッパで始まった、世界音楽とダン

スのフェスティアバル、ウォーマッド(WOMAD)は、世界中での伝統音楽のファ

ン層の拡大、CDやその他の伝統音楽ブームに火をつけた。

1.2グローバル化の第2の波：ヴァーチヤルと本場志向

ジャンペは、欧米で、ママディ・ケイタのワークショップのおかげで、聴く音楽か

ら、演奏する音楽としての性格を帯びるようになってきた。ジャンベもベースドラム

も本当にグループ感をつかんでマスターすることは至難である。しかし、基本的な奏

法は、三つの音（高音、中音、低音）の組み合わせと、一定のリズムの繰り返しであ

り、さほど複雑ではない。ピアノやギターなどと比較すると老若男女を問わずとつつ

きやすい楽器であるといえる。音楽経験者のない者も、楽譜を読めないものも演奏す

ることができる。そもそも、西アフリカの伝統的なジャンベ奏者は楽譜を用いない。

このような、「入りやすい楽器」というジャンベの性格が、この楽器のグローバルな

人気の原因の一つである。実際、子供たちや障害者への音楽教育でも用いられている。

さらに、ママディ・ケイタの名前を世界中に知らしめたのは、彼の伝記的映画

｢ジャンペフォラ－聖なる帰郷」(1991)である。この映画は、ベルギーに住むマ

マディ・ケイタが、国立音楽団に入団するために子供の時に離れたギニアのバラン

デュグ村(Balandugu)に長い年月が経った後に帰郷した際に、記録したドキュメン

タリー映画である。この映画は、前述のような、音楽とナショナリズムやグローバリ

ギニア＝三島村
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ズムを考える｜倉で'R典であ

るが、それよりなにより、
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nジャンベ叩きであるファ

マドゥ・コナテ(Famadon

Konate)(図6)らの奏で

る背楽とギニアの村の美し

い姿がすばらしい。この映

lllllは、ヨーロッパ、アメリ

カで公開されi活胆になった
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後、1993年に11本でも公図6ファマドゥ・コナテ図7脱ﾘ〃;ﾙﾘ,L・三島付
（川ﾉﾘi：ファマド,ン・コナテ『ン‐里ブ．

|ﾙlされた。アフリカ断楽、ページhup:"､vww｣伽,,《,u‘,(,llkon狐c
災族音楽好きの人たちに伽com/帆111kommcnhlnll）

いインパクトをﾉﾉｰえた。そ

して、ママディ・ケイタが、彼のバンド、セワカン(Sewakan)をリ|き辿れて日本

公油をおこなうこととなった。ここで、鹿ﾘ凸i;ｸﾘ,↓として、いや、｜|水のジャンベの歴

史にとって非常にI而要なことが起きた。ママディ・ケイタはただジャンベを油葵する

だけではなく、｜'|分がffったような小さな村のf供たちとジャンベの折導を通じて交

流を持ちたいとの希蝿をIllした。そして、鹿児i:ｳﾘ,↓鹿児Mの二つの雌i;jからなる三

i;ｳ村が選ばれた（図7)。ママディ・ケイタは、ルの人々や|'|然を人変気に入り、そ

の後、毎年、日本ツアーをけい、必ず、三I冊付を!称れ、i供たちを'I'心にジャンベの

指導を行なった。また、ジャンベの練洲には、f1I;ﾙ村役場の職Hのｲ1滴も参加し、マ

マディ・ケイタが不ｲi-:の時にも、折導できる体制が作られた。このｲi肯なかで、音楽

的センス、人柄の良さでママディ・ケイタが特yi]のf,i粒をiftくようになったのが、徳

|||他一郎氏である。彼は、多くの難解なリズムの、ジャンベ、ベースドラム・パート

を↑↓Y得した。三品村のr供述は、1999^1ノlには、ママディ・ケイタの故郷、ギニ

ア共ｲiihi、バラングドゥ村もI"れた。他ill氏は、ジャンベ油炎のレベルを上げるため

に、ママディ・ケイタのヨーロッパのジャンベ'7:校やアフリカに1｣き、さらにジャン

ベの奏法、文化へのm,解を深めた。

ママディ．ケイタの｜｜本金hiでのジャンベのツアー、ワークショッブは、日本の

ジャンベ愛好家を期やしていった。また、'hには、｜ﾉ1-1アフリカからジャンベ・プレー

ヤーとして来'’し、束附(を111心に、コンサートやワークショップを行うものも現れ

ジャンベの持つ「伝統」のパワーと地域再生の可能性
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てきた。セネガル出身のラティール・シー(LatyrSy)やギニア人のユール・ジャバ

テ(YoulDiabate)などである。彼らは、定期的に日本人をメンバーに入れてジャン

ベのバンドを形成した。ライブ活動で力をつけた日本人の中には、自らワークショッ

プを行うものも出てきた。ユールのバンド、ワラバ(WARA.BA)で活躍した寺崎

卓也氏などである。彼は、ワークショップを行い、ジャンベの奏法や文化を教えると

ともに、インターネットのジャンベに関するウェブ・ページを1998年に立ち上げた。

これは、ワークショップを受けることのできない人々への普及活動に貢献した。この

ようなインターネットを通じたジャンベ文化の普及はすでにヨーロッパやアメリカで

始まっていた。特に、アメリカをベースとしたML(メーリングリスト)、町embe-L

は、世界中にメンバーを有し、ジャンベの文化、リズム、アフリカ人以外の者のジャ

ンベヘの関わり方などが真剣に議論されるフォーラムとして有名である。西アフリカ

からのプレーヤーの日本への移住、インターネット上のジャンベ・ページの増加は確

実に世界中にジャンベ愛好者の数を増やしていった。ジャンベは、伝統を特に意識し

ないで自由に叩く打楽器としての展開も見せた。魅力ある形状、他の打楽器にはない

高音・低音を叩き分けることのできる機能性など様々な理由でジャンペは広く知られ

るようになった。アメリカの打楽器製造会社のレモ社は、プラスチック製のジャンベ

を製造しヒット製品となった。この商品は、伝統的ジャンベにこだわる者、そうでな

い者の両者に広く受け入れられている。ジャンベ製造のための大木の伐採を抑制する

役割を果たしているとも言える。

ワークショップやジャンベのホームページは、「本物志向」の愛好者を増加させた。

そして、彼らの中には、ジャンベ文化の中心の西アフリカのギニア、マリ、または、

伝統的なジャンベ叩きの移住者の多いセネガルへ、ジャンベの修業に行くものも現れ

た。西アフリカの低経済開発状況ゆえ、物価水準は低く、欧米、日本の高所得国の旅

行者は、容易に長期滞在が可能となった。また、航空券価格の低下も、アフリカ旅行

者増加の追い風となった。そして、これらの国々では、アフリカ人でジャンベのスタ

ディー・ツアーを企画するものも増えた。H本では、前述のユール、ラティール、福

岡のアリュン・ジョブ(AliouneDiouf)、最近では、鹿児島のアリ・トラオレ(Aly

Traore)などがこのようなツアーを企画している。ジャンベの文化やジャンベが叩か

れる自然環境でジャンベを習うといった賛沢が可能となったのである。このように

してジャンベを勉強した世界の人々の中には、アフリカ人太鼓奏者と共同で、教則

本、CD、DVDなどを作り販売した。中でも、ファマドゥ・コナテ著(KonateandOtt

(1997))やママデイ・ケイ夕著(Keita(2005))は有名で、これらの教則本は数カ国の
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言葉で訳されている。ジャンベ文化的背景の詳細な説明、楽譜で表現されたリズムは、

わかりやすく世界中のジャンベ愛好家によって愛用されている。

最近の興味深い現象は、ジャンベサークルの増加である。気軽にインターネットや

ワークショップでジャンベの勉強ができること、また、多くの愛好家が西アフリカや

ヨーロッパに修行に'11かけるようになったために、伝統的なジャンベのアマチュアバ

ンド、サークルがたくさんできるようになったことである。九州では、福岡のバンド、

フォリカン(Folikan)や熊本のジャンベサークルが有名である。1999年に活動を始

めたフォリカンは、ジャンベの伝統的な奏法や、ヨーロッパ文化との接触で生まれた

バレースタイルなどをきっちりと習得した上で、ジャンベを川いて、独自のアレンジ

を加えて、ステージ表現する努力を行っている。すでにオリジナルCDを州している

実力のあるグループである。このバンドの中心的なメンバーであるヒロキ氏は、ママ

ディ・ケイタ氏に師事し、アフリカでの修行を行っている。熊本のジャンベサークル

は、村本大氏が中心的な存在である。ジャンベやアフリカの民芸Iﾙを扱うショップ、

WasaWasaを経営する彼は、熊本に積極的に、ジャンベ教師を呼び、ワークショッ

プライブによってジャンベ愛好家を着実に増やしてきている。彼は、1999年に熊本

で開かれた匡|体の開会式で、「熊本ジャンベクラブ」のメンバー100人以上を率いて

ジャンベの演奏を行い、全|玉|的にも注'二|された。

この他に、注IIすべきことは、楽器としてのジャンベが1凡iアフリカの環境に与える

影響を危’倶する意識の向い人々が現れてきていることである。ジャンベの木は、大き

な木を使って作られる。しかも、ジャンベが"Uかれる西アフリカの多くは乾燥地帯で

ある。サハラ砂漠に隣接しているのである。このような地域での無計画な大木の伐

採は、土壌の保水力の低下などの環境に与える悪影響が考えられる。このような現

実を人々に知らせ、植林運動などを行っているNPOとして、鹿児烏のダンカダンカ

(DankaDanka)がある。アフリカの人々がft分たちの力で水をw生する「しくみj

を西アフリカのセネガルで模索している。むやみに、ジャンベを買わない、買った

太鼓は大切にする、｜'|分が買っているジャンベの生旅における環境を理解することは

重要である｡'北iアフリカ製のジャンベを販売するショップはネットで沢Illある。新潟

県のジュンジュン(JunJim)や埼玉県ニンバトレーディング(NimbaTrading)は

1990年代末に営業を開始した老舗である。楽器としてのジャンベの需要が高まるに

つれて、ジャンベの生産環境、つまり、自然環境に与える影響を認識することは重要

になるであろう。これは、フェアートレードの考え方と共通する。ジャンベ販売者と

ジャンベ生産者、ジャンベ演奏者がネットワークを作ることも重要であろう。環境へ
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の負荷、生産者のフェアーな報酬を考慮してジャンペ価格を高水準に設定することも

可能であろう。売上の一部を植林などのプロジェクトに充てるというのもいい考えで

あろう。

2．地域の文化再生とジャンベ：グローバル化とローカル化の融合

三島村のジャンベの展開についての詳細は、後半部の徳田健一郎氏の文章を参考に

されたいが、前述の、西アフリカで生まれ、欧米で広まり、日本に伝わったジャンベ

文化の波は、離島にアフリカ音楽の学校が2003年に創設され、現在まで多くの卒業

生を輩出するといった一見、困難なプロジェクトも十分に実現可能にしている。ジャ

ンベの文化をゆっくりと豊かな自然を楽しみながら習得したいという人々の欲求は十

分に市場の需要として成り立っているのである。

最後に、西アフリカの各部族が継承し育んできた文化が、ナショナル化、グローバ

ル化のルートを通り、地球の裏側の日本のしかも伝統文化を残しながらも過疎、高齢

化の危機にある鹿児島の離島に根付き、さらには、ここから全国、アジアへとナショ

ナルにジャンベ文化を展開しようとしている現状の持つ意味を、筆者なりに整理して

みたい。このような力強い、ローカル、ナショナル、グローバル、そして、オリジン

を超えてローカル、ナショナル、グローバルヘという拡大するループを可能にした

要因は二つ考えられる。ひとつは、間違いなく、ジャンベの持つ音楽的パワーであ

る。もう一つは、このループを支える天賦の才を持った人々である。西アフリカのニ

ジェール川沿いのいくつもの部族は、労働、大人への成長、人付き合いなどの日常の

生活に密接した喜び・苦しみについて、喜びはさらに増幅させ、苦しみ・悲しみは緩

和させていくためにジャンベのリズム、奏法を発展させてきた。そして、このような

根本的なジャンベと人々との関わり方は、時代が変わっても、継承されてきているの

である。まさに、地に深く根付いたルーツ・ミュージックである。この音楽が、国境、

世代を超えて受け入れられるのはこのようなパワーがあるからである。

ジャンベが、ルーツのエネルギーを保持しながら、グローバルに展開している理由

のもうひとつの重要な条件は、人である。この昔の人々の生活と密接したリズムの本

質を体、心から本当に理解することは、非アフリカ的、近代的な生活を送る我々には

容易ではない。そこで、奏法だけではなく、ジャンベ、リズムの歴史、文化を保存し、

教育する機関が重要となるのであろう。農耕の近代化や儀礼の変化のような社会経済

変容に伴い消えてしまう可能性のあるジャンベ文化の諸側面は、それを心と体で理解

できる者が継承せざるをえない。また、テキストや映像、動画などで記録する必要も
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あるであろう。ママディ・ケイタ

氏が中心となって創設し、世界的

に展開するジャンベの学校、タム

タム・マンディングなどはこのよ

うな作業においても大きく貢i獣し

ている。ルーツ・ミュージックの

エネルギーは、それが生まれた場
~－！′ｰ、､。､、…ー'ゾーL~《.､、､~'ｰ言勿図8貢島村におけるジャンベの展開

所の人々が「昔」のやり方で保

存するという形では、根を張り続けることができないのである。ママディ・ケイタ

は、子供の時に、ジャンベが上手ということで家族と引き離され、生まれ故郷の文化

とは切り離された場所で、しかも習得方法、表現方法も、従来のスタイルと異なる形

でジャンベと関わってきた。しかし、幼少の時の村での演奏経験、ジャンベの近代的

な教育、保持の両面を深く理解できるママディ・ケイタのような奏者がこのルーツ・

ミュージックのさらなるグローバルな展開を可能にするのである。このようなスタン

スは、日本人が伝統的なルーツ・ミュージックとしてのジャンベと関わる上でも重要

である。徳田健一郎氏は、ギニア人ではなく、日本人である。極端な「伝統原理主義

者」は、ママディ・ケイタのジャンベはヨーロッパ的であるとか、伝統的ジャンベは、

特定の部族のしかもジャンベ叩きの家系にしか叩くべきではない、といった誤った考

えを持っている。もちろん、「伝統」に関して議論することは非常に重要である。し

かし、ジャンベの「伝統」はそのような表面的なことではなく、人々の喜怒哀楽に共

鳴するパワーである。この「伝統」をジャンベの長い歴史を理解しながら、奏法も

しっかりマスターし、さらに、現代の我々にこの「伝統」を伝えていくことが重要で

ある。ママディ・ケイタも徳田健一郎もこの誰にも簡単にできないプロジェクトに挑

戦し、結果を出してきているのである。徳田氏は、三島村の子供にジャンベを教える

意義は、西アフリカの「伝統的」ジャンベの格好良さを理解してもらうことを通じて、

三島村の「伝統的」音楽や文化の素晴らしさを再認識してもらうことだと語る。筆者

はこのプロジェクトが成功すると信じている。図8が示すように、ジャンベのうねり

は、三島村をアジアのジャンベ文化のハブとする可能性は非常に大きく、それは村民、

特に若者のプライドにつながるであろう。このことは、ルーツ・ミュージックのエネ

ルギーを理解することであり、村民|］らが培ってきた文化を再認i識することである。

西アフリカのルーツと三島村のルーツが重なり合うことによって村の文化や経済の活

性化のためのエネルギーが生まれるであろう。
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